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株式会社坂ノ途中は、「100年先もつづく、農業を。」
を目標として掲げ、持続可能な農業の実現を目指していま
す。関西を中心に若手の新規就農者と連携し、消費者に農
産物を直接届ける通信販売を中心とした事業を行っていま
す。新規就農者は、有機農業や低農薬農法など環境負荷の
少ない農業への関心が高いことから、彼らの営農が可能な
環境づくりをサポートすることで、日本の農業を持続可能
なかたちに変えようとするものです。新規就農者は、小規
模かつ作業環境の良くない農地からスタートすることが多
いため、収穫量が少なく、収入が不安定になりやすいとい
う課題があります。そのような新規就農者と連携し、少な
い収穫量であっても消費者に届く流通の仕組みを構築する
ことで、経営が不安定なために農業をあきらめてしまうこ
とが多い新規就農者の現状を変えたいと考えています。

一方で、消費者に向けた普及啓発も行っています。本
来、野菜は生き物であり、収穫時期によって野菜の色や状
態は変化することを消費者に知ってもらい、その変化を理
解し、楽しんでもらいたいと考えています。テレビ番組で
の野菜紹介や野菜料理教室、子供が遊びながら野菜につい
て学べる「やさいのきもちかるた」の制作等がその活動で
す。野菜が生き物であることを消費者に理解してもらい、
これまで規格外とされて廃棄処分となることの多かった野
菜も販売できるようになり、農家の収益増加につながって
います。

坂ノ途中の利用者は、新規就農者を支え、持続可能な農
業を目指す会社の方針に共感した、30歳代、40歳代と比
較的若い世代が多いという特徴があります。そして、社内
スタッフも若く、農業以外の様々な分野からの転職者が多
く、社内では異文化コミュニケーションが活発です。その
ようなバックグラウンドから、再生可能エネルギーと野菜のセット販売など、これまでにな
かった多角的な視点から持続可能な農業を実現するための取組が作られました。

今後も、新規就農者を支援し、消費者に野菜の本来の味や姿を伝えていくことで、持続可能
な農業と、そして、社会の実現を目指していこうと考えています。

持続可能な農業と社会のかたちをめざして
株式会社坂ノ途中（京都府）
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